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処置方法の欄に※マークが付いている処置は電気工事・電気機器の取り扱い・修理などに精通されている方
が行ってください。それ以外の方はご面倒でもお買い上げの販売店または弊社技術サービスまでご相談ください。

本機が正常に動かない場合は、次の表をよくお読みいただき製品を確認してください。
取扱説明書に掲載している部品の交換をされる場合は、交換方法をよくお読みいただき、適
切に交換作業を行ってください。以下に記載している対処方法を施しても、なお問題が解決
しない場合、また、この取扱説明書に掲載していない部品の交換方法・調整方法につきまし
ては、お買い上げの販売店または弊社技術サービスまでお問い合わせください。また、処置
方法の欄に※マークが付いている処置は電気工事・電気機器の取り扱い・修理などに精通
されている方が行ってください。それ以外のお客様はご面倒ですがお買い上げの販売店また
は弊社技術サービスまでご連絡ください。
警告 ・部品交換を行う時は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。

故障修理についてのお問い合わせ先
	 富士インパルス
	 	 技術サービス（東日本）	 千葉県流山市南流山	2-27-6	 TEL	04-7150-5991
	 	 技術サービス（西日本）	 大阪府豊中市庄内栄町 4-23-18	 TEL	06-6335-1546

故障状況 故障箇所及び原因 修理及び処置方法

圧着レバーを押さえても全くシー
ルができない

電源コードの本体側根元付近ま
たは途中で断線している

※その部分の電源コードを引っ
張ってみる。コードの皮膜が伸
びるようであれば、断線してい
るので電源コードを取り替える。

差し込みプラグの接触不良

※電源コードを交換する。
※プラグは成型品であるため分
解できないのでコードの断線
部分を確認し、市販の電源プ
ラグに交換する。

電気回路の不良
コンセントの接触、及び 100V
通電されているかをテスターなど
で調べる。

マイクロスイッチの不良または作
動状態不良

※マイクロスイッチの交換

タイマー内部の故障
※タイマーの交換

加熱ランプがつきっぱなしでヒー
ターが焼ける

タイマー内部の故障
※タイマーの修理または交換

10	主な故障状況と対処方法
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故障状況 故障箇所及び原因 修理及び処置方法

加熱ランプは点灯するがヒーター
は加熱しない

ヒーターの断線 ヒーターを交換する

ヒーター端子と電極台の接触不
良

ヒーター端子と接触する部分をサ
ンドペーパーなどで磨いて接触
状態を良くさせる

ヒーター止めビスの緩み
ヒーターをヒーター止めビスで電
極台に確実に固定してください

トランスの損傷またはトランスリー
ド線の断線

※トランスの取り替え

ヒーターの傷みが激しい

加熱目盛の上げすぎ
シールができる最小の目盛に下
げる

作業間隔が短いため、フレー
ム温度が上昇してしまったので、
冷却時間が足りない

シール終了音（ピッ）が鳴ってか
らレバーを上げる、または、作
業の間隔を空ける

ガラステープ、サーコンシートの
破損

ガラステープ、サーコンシートの
交換

シールが美しくできない

シリコンゴムの破損、消耗 シリコンゴムの交換

冷却時間が短すぎる
シール終了音（ピッ）が鳴ってか
らレバーを上げる




